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ト
ラ
ン
プ
言
い
な
り
の

日
米
貿
易
交
渉
合
意

10
・
4
か
ら

県
最
賃
７
９
０
円
へ

自
民
党
あ
げ
て

の
改
憲
策
動

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
犠
牲

に
す
る
「
社
会
保
障
改
革
」

　

安
倍
首
相
は
、
自
ら
を
議
長

と
し
た
「
全
世
代
型
社
会
保
障

検
討
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
労

　
食
と
農
を
守
る
青
森
の
会
は

日
米
貿
易
交
渉
大
枠
合
意
に
反

対
す
る
街
宣
行
動
を
9
月
12
日

さ
く
ら
野
前
で
行
い
ま
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
「
ア
メ
リ

カ
の
農
家
、
酪
農
家
に
と
っ
て

極
め
て
大
き
な
成
果
だ
」
と
勝

利
宣
言
し
た
8
月
25
日
の
日
米

貿
易
交
渉
、
日
本
政
府
は
内
容

を
一
切
明
ら
か
に
し
な

い
中
、
米
側
は
「
成
長

ホ
ル
モ
ン
漬
け
」
の
牛

肉
、
必
ず
残
留
農
薬
が

で
る
「
小
麦
」
の
ほ
か
、

豚
肉
、
乳
製
品
、
ワ
イ

ン
な
ど
の
関
税
大
幅
引

下
げ
を
成
果
と
し
、
ラ

イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
通
商
代

表
部
は
、
米
国
産
農
産

物
の
輸
出
が
１
・
５
倍

化
（
約
７
２
０
０
億
円

増
）
、
自
動
車
関
税
撤

廃
は
反
故
、
別
枠
で
遺

働
や
年
金
・

医
療
・
介
護

な
ど
の
社
会

保
障
の
さ
ら

な
る
改
悪
を

狙
っ
て
い
ま

す
。

　

社
会
保
障

制
度
改
悪
の

狙
い
は
会
議

の
構
成
員
か

ら
し
て
明
ら

か
で
す
。
労

働
界
や
年

金
・
医
療
・

9
／
26
の
三
〇
〇
〇
万
人
署
名

9
／
12
青
森
市
内
の
街
宣

介
護
の
現
場
の
専
門
家
が
誰
一

人
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
経
団
連

の
中
西
会
長
、
経
済
同
友
会
の

桜
田
代
表
、
政
府
の
各
種
審
議

会
会
長
な
ど
で
占
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
検
討
会
議
は
年
末
に
中

間
報
告
、
来
年
夏
に
は
最
終
報

告
を
だ
し
、
通
常
国
会
に
順
次

改
悪
法
案
を
提
出
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

　

政
府
は
、
「
団
塊
の
世
代
」

が
75
歳
に
到
達
す
る
２
０
２
２

年
に
向
け
て
社
保
協
保
障
制
度

の
改
悪
を
強
行
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
政
府
が
改
悪
を
検
討

し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る

主
な
項
目
は
次
の
通
り
で
す
。

①
厚
生
年
金
の
パ
ー
ト
等
へ
の

適
用
拡
大
、
在
職
老
齢
年
金
制

度
の
見
直
し
、
年
金
の
繰
り
下

げ
受
給
②
要
介
護
１
と
２
の
介

護
は
ず
し
、
１
割
の
自
己
負
担

と
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
自
己
負

担
の
導
入
③
75
歳
以
上
の
医
療

費
の
２
割
へ
の
引
き
上
げ
、
薬

の
公
的
医
療
保
険
適
用
の
見
直

し
な
ど
目
白
押
し
で
す
。

伝
子
組
換
え
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

２
７
５
万
ト
ン
輸
出
な
ど
成
果

を
誇
っ
て
い
ま
す
。
参
院
選
期

間
中
は
発
表
し
な
い
と
い
う

密
約
ま
で
交
わ
し
て
い
ま
し

た
。
食
と
農
を
守
る
青
森
の
会

は
、
日
米
貿
易
交
渉
は
食
の
安

心
・
安
全
を
損
な
い
日
本
の
農

業
や
畜
産
業
を
崩
壊
さ
せ
、
自

月１回の青森市内の署名行動

昨年の社保協県内キャラバン

　

２
０
１
９
年
の
青
森
地
方
最

低
賃
金
が
10
月
4
日
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
中
央
最

　
安
倍
首
相
は
、
改
憲
シ
フ
ト

を
敷
い
た
第
４
次
内
閣
改
造
と

党
の
役
員
人
事
を
発
表
し
ま
し

た
。
安
倍
首
相
は
、
「
わ
が
党

の
長
年
の
悲
願
で
あ
る
憲
法
改

正
を
、
党
一
丸
と
な
つ
て
強
く

す
す
め
て
い
き
た
い
」
と
並
々

な
ら
ぬ
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
閣
僚
20
名
中
、
12
名
が
日
本

会
議
国
会
議
員
懇
談
会
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
こ
の
懇
談
会
の

幹
事
長
で
中
心
人
物
の
名
う
て

の
改
憲
論
者
の
衛
藤
首
相
補
佐

官
を
沖
縄
北
方
大
臣
、
高
市
総

務
大
臣
、
萩
生
田
文
科
大
臣
に

任
命
し
て
い
ま
す
。
党
人
事
で

は
稲
田
朋
美
を
を
幹
事
長
代
行
、

下
村
博
文
を
選
対
委
員
長
と
安

倍
腹
心
で
固
め
、
改
憲
を
強
行

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
自
公
政
権
は
、
臨
時
国
会
で

は
継
続
審
議
に
な
っ
て
い
る
憲

法
改
正
手
続
き
を
定
め
る
国
民

投
票
改
正
案
を
野
党
の
分
断
を

図
り
な
が
ら
成
立
さ
せ
、
通
常

国
会
で
憲
法
改
正
の
国
会
発
議

を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　
県
９
条
の
会
は
、
３
０
０ 

０
万
人
署
名
が
提
起
さ
れ
て
か

ら
青
森
市
の
繁
華
街
で
月
３
回

の
街
頭
宣
伝
・
署
名
活
動
を
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
9
月
26
日
に
も
取
り
組
み

26
筆
を
集
約
、
今
年
1
月
か
ら

の
累
計
は
６
７
６
筆
に
到
達

し
ま
し
た
。
継
続
は
力
で
す
。

３
０
０
０
万
人
署
名
を
職
場
・

地
域
か
ら
展
開
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

低
賃
金
審
議
会
の
示
し

た
目
安
（
26
円
引
き
上

げ
）
を
2
円
上
回
る
28

円
引
上
げ
、
７
９
０
円

と
な
り
ま
し
た
。
各
地

方
最
低
賃
金
審
議
会
で

は
、
Ｂ
ラ
ン
ク
の
兵

庫
、
Ｃ
ラ
ン
ク
の
福

岡
、
新
潟
、
和
歌
山
、

山
口
、
徳
島
の
５
県

（
35
・
7
％
）、
Ｄ
ラ
ン

ク
の
13
県
（
81
・
3
％
）

と
、
合
計
19
県
（
38
・
3
％
）

が
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
目

安
に
上
乗
せ
す
る
答
申
を
行
い

ま
し
た
（
昨
年
は
23
県
：
48
・

9
％
）。
Ｄ
ラ
ン
ク
の
多
く
は
、

２
年
連
続
で
上
乗
せ
の
答
申
を

行
い
、
な
か
で
も
全
国
単
独
最

下
位
だ
っ
た
鹿
児
島
で
は
、
Ａ

ラ
ン
ク
の
28
円
を
1
円
上
回
る

29
円
引
き
上
げ
を
答
申
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
最
高
と
最
低

の
実
額
差
２
２
４
円
が
２
２
３

円
へ
1
円
縮
小
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
２
０
０
７
年
の
最
低
賃

金
法
改
正
後
で
初
め
て
で
す
。

２
０
１
９
年
県
最
賃
の
適
用
が

4
日
後
に
迫
る
9
月
30
日
、
県

労
連
は
２
０
１
９
年
最
賃
の
改

訂
周
知
と
、
生
計
費
調
査
に
基

づ
く
全
国
一
律
最
賃
制
度
の
必

要
性
を
訴
え
る
街
頭
宣
伝
を
実

施
し
ま
し
た
。
経
営
者
団
体
等

が
中
小
企
業
の
倒
産
を
懸
念
す

る
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
中

小
企
業
支
援
は
諸
外
国
に
比
べ

る
と
、
無
い
に
等
し
い
こ
と
、

諸
外
国
並
み
の
中
小
企
業
支
援

を
実
施
す
る
な
ら
ば
、
最
低
賃

金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
全
国
一

律
最
賃
制
は
可
能
で
あ
る
と
訴

え
ま
し
た
。

　

む
い
て
も
む
い
て
も
隠
ぺ

い
、
ね
つ
造
、
改
ざ
ん
な
ど
の

疑
惑
が
で
て
く
る
「
て
ん
こ
も

り
安
倍
政
権
」
は
そ
っ
ち
の
け

に
、
韓
国
の
チ
ョ
・
グ
ク
氏
を

「
タ
マ
ネ
ギ
男
の
疑
惑
」
と
報

道
す
る
マ
ス
コ
ミ
は
、
権
力
の

監
視
の
役
割
を
逸
脱
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
新
聞
労
連
が
「
戦

前
の
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
。

か
つ
て
商
業
主
義
で
あ
お
り
た

て
た
報
道
の
罪
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
」
と
し
、
今
こ
そ
「
嫌

韓
を
あ
お
る
報
道
と
決
別
し
よ

う
」
と
し
た
表
明
は
、
歴
史
の

真
実
に
向
き
あ
う
世
論
と
し
て

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

日
韓
関
係
の
悪
化
は
、
昨
年

秋
の
韓
国
の
最
高
裁
判
決
で
元

「
徴
用
工
」
に
対
す
る
損
害
賠

償
を
日
本
の
企
業
に
命
じ
た
こ

と
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
安

倍
首
相
は
、
「
国
際
法
違
反
」

と
非
難
、
こ
れ
は
日
本
会
議
な

ど
の
歴
史
修
正
主
義
者
と
一
体

と
な
っ
て
、
朝
鮮
へ
の
侵
略
と

植
民
地
支
配
を
正
当
化
す
る
安

倍
首
相
に
と
っ
て
「
徴
用
工
判

決
」
は
、
歴
史
の
真
実
が
明
ら

か
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
も
の

で
す
。

　

「
韓
国
は
国
際
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
国
」
と
印
象
操
作
し
な

が
ら
、
貿
易
で
「
ホ
ワ
イ
ト

国
」
か
ら
は
ず
す
と
い
う
手
法

は
、
日
本
国
民
に
反
韓
を
も
た

せ
る
も
の
で
す
。
「
ア
メ
リ
カ

に
は
言
い
な
り
貿
易
」
「
韓
国

に
は
圧
力
。
侵
略
戦
争
と
植
民

地
支
配
」
に
は
反
省
と
謝
罪
も

な
い
安
倍
政
権
を
退
陣
に
追
い

込
む
こ
と
で
国
際
的
な
信
頼
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
谷
）

給
率
を
低
下
さ
せ
る
も
の
と
し

て
そ
の
中
止
を
求
め
た
約
20
分

の
街
宣
で
し
た
が
反
響
が
良
く

２
０
０
枚
の
チ
ラ
シ
は
あ
っ
と

い
う
間
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

9
月
25
日
の
日
米
首
脳
会
談
で

は
ト
ラ
ン
プ
の
勝
利
宣
言
と
、

米
通
商
代
表
部
が
双
方
の
輸
出

額
「
ア
メ
リ
カ
72
億
ド
ル
」

「
日
本
４
０
０
０
万
ド
ル
」
と

発
表
、
こ
の
差
は
あ
ま
り
に
も

大
き
く
、
次
回
の
街
宣
を
10
月

11
日
に
設
定
し
ま
し
た
。
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月
一
度
ほ
ど

機
関
紙
を
届
け
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
皆
様
の
活
動
に
接
す

る
大
切
な
「
通
信
」
と
「
パ
ズ

ル
」
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
ご
健
康
に
留
意
し
て
ご
活

躍
を
！
（
古
舘
瞳
・
年
金
者
組

合
）

今
年
の
夏
は
西
日
本
へ
行
き

鳥
取
砂
丘
を
登
山
？
し
ま
し
た

（
笑
い
）
。
大
き
な
丘
を
下

り
、
砂
の
急
斜
面
を
登
り
き
る

と
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
大
き

な
日
本
海
の
海
が
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
砂

の
斜
面
を
駆
け
上
が
っ
て
い
ま

し
た
が
、
私
は
休
み
休
み
よ
う

や
く
登
り
切
り
ま
し
た
。
（
笹

村
明
日
香
・
民
医
労
）

私
は
登
山
し
ま
せ
ん
が

娘
は
予
定
を
立
て
て
い
ま
し

た
。
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま

す
。
事
故
の
な
い
登
山
を
願
い

た
い
で
す
。
（
今
晴
美
・
ひ
だ

講
演
す
る
大
森
典
子
弁
護
士

挨
拶
す
る
柳
谷
副
議
長

植
民
地
支
配
の
蛮
行

ー
慰
安
婦
・
徴
用
工
ー

れ
て
い
た
韓
国
人
が
強
制
動
員

さ
れ
た
制
度
で
す
。
当
初
の
募

集
や
斡
旋
か
ら
戦
争
末
期
の
拉

致
な
ど
様
々
で
す
が
、
戦
争
遂

行
に
と
っ
て
重
要
な
鉱
山
や
企

業
に
配
属
さ
れ
、
賃
金
不
払

い
、
長
時
間
労
働
、
体
罰
、
貧

弱
な
食
事
、
行
動
の
監
視
等
々

の
劣
悪
な
環
境
で
奴
隷
労
働
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
森
さ
ん
は
、
韓
国
大
法
院

の
「
徴
用
工
判
決
」
を
契
機

　

9
月
15
日
、
青
森
市
で

「
『
慰
安
婦
』
・
徴
用
工
問
題

と
私
た
ち
」
と
題
し
て
、
大
森

典
子
弁
護
士
に
よ
る
講
演
会
が

開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら

１
４
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
森
さ
ん
は
、
９
０
年
代
か
ら

「
慰
安
婦
」
問
題
の
解
決
に
尽

力
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
民
徴
用
令
は
国
家
総
動
員

法
の
勅
令
の
一
つ
と
し
て
出
さ

れ
た
も
の
で
、
植
民
地
支
配
さ

ま
り
）

今
年
の
夏

の
暑
さ
は
異
常
。
ち
ょ
っ
と
ば

か
り
の
庭
の
野
菜
も
水
不
足
で

ヘ
ナ
ヘ
ナ
で
す
。
（
木
村
裕

子
・
県
教
組
）

八
戸
に
住
ん
で
5
か
月

八
戸
三
社
大
祭
を
家
族
と
と
も

に
見
ま
し
た
。
90
近
い
祖
母
も

杖
を
椅
子
代
わ
り
に
し
て
見
て

ま
し
た
。
（
下
山
智
裕
・
弘
大

職
組
）

長
女
に
二
人
目
の
孫

が
生
ま
れ
、
妻
が
手
伝
い
に
行

っ
て
か
ら
半
年
！
私
は
一
人
暮

ら
し
に
な
っ
て
か
ら
半
年
に
な

る
！
ず
う
っ
と
こ
の
ま
ま
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な

る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
（
中

道
博
章
・
年
金
者
組
合
）

　

青
森
県
医
労
連
は
8
月
27

日
、
青
森
市
内
で
第
61
回
定
期

大
会
を
開
催
、
代
議
員
・
役
員

な
ど
50
名
が
参
加
し
、
活
発
な

討
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
来

賓
と
し
て
、
青
森
県
労
連
か
ら

柳
谷
副
議
長
に
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。
大
会
で
は
、
安
全
で

安
心
で
き
る
医
療
・
介
護
・
福

祉
の
実
現
と
、
や
り
が
い
を
持

ち
笑
顔
で
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
づ
く
り
、
8
時
間
働
い
た
ら

ま
と
も
に
暮
ら
せ
る
賃
金
・
労

働
条
件
の
確
立
、
最
低
限
生
活

保
障
の
構
築
を
は
じ
め
と
す
る

社
会
保
障
闘
争
、
戦
争
法
廃
止

や
沖
縄
新
基
地
建
設
阻
止
の
た

た
か
い
、
要
求
闘
争
を
基
礎
と

し
た
組
織
と
運
動
の
強
化
・
拡

大
、
一
日
も
早
い
震
災
復
興
と

原
発
ゼ
ロ
の
実
現
な
ど
、
職

場
・
地
域
に
お
け
る
こ
の
一
年

の
奮
闘
と
、
た
た
か
い
の
貴
重

な
成
果
や
教
訓
が
各
組
織
か
ら

力
強
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
未

来
を
切
り
開
く
向
こ
う
一
年
の

運
動
方
針
と
新
た
な
役
員
体
制

を
確
立
し
、
平
和
の
も
と
誰
も

が
人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
安
倍
政
権

を
退
陣
に
追
い
込
み
、
改
憲
策

動
に
終
止
符
を
打
つ
決
意
と
奮

闘
を
参
加
者
全
員
で
固
め
あ
い

ま
し
た
。

働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
を

　
　
医
労
連
大
会

一
族
支
配
の

福
祉
法
人
！

に
、
戦
後
日
韓
関
係
が
最

悪
に
な
っ
て
い
る
事
態
を

解
明
し
ま
し
た
。
ま
た
大

森
さ
ん
は
、
①
１
９
６
５

年
の
日
韓
請
求
権
協
定
は

国
家
間
の
問
題
で
あ
り
、

個
人
の
請
求
権
は
拘
束
さ

れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
西
松

建
設
は
最
高
裁
判
決(

原

告
敗
訴)

に
関
わ
ら
ず
慰

謝
料
と
し
て
支
払
う
②
政

府
は
、
植
民
地
支
配
に
よ

る
奴
隷
労
働
さ
せ
た
加
害

第347回
クロスワード
パズル

　

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、

組
合
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
下
さ
い
。
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
11
月
15
日

●
発
表
＝
12
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。

「
第
347
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
秋
の
味
覚
で
す

③
タ
イ
王
国
の
首
都

⑥
床
屋
。
…
…
店

⑧
食
用
蛙
の
別
名
は
…
…
蛙

⑨
つ
り
合
い
。
…
…
の
と
れ
た

美
し
い
身
体

⑪
可
愛
く
い
じ
ら
し
い
。純
情

…
…
な
少
女

⑫
鉛
筆
の
中
心
に
あ
り
ま
す

⑬
力
士
の
よ
う
な
か
ら
だ

⑮
そ
の
土
地
だ
け
の
麦
酒

⑰
昔
話
「
…
…
切
雀
」

⑲
…
…
の
子
は
…
…

⑳
…
…
を
立
て
て
芝
居
を
続
行

㉒
猟
師
が
山
へ
…
…
に
行
く

㉓
10
月
の
異
称
は
…
…
月

㉔
季
節
。運
動
会
の
…
…

㉕
バ
ト
ン
を
渡
す
…
…
競
争

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
船
を
港
に
つ
な
ぐ
た
め
の

岸
か
ら
突
き
出
し
た
橋

②
海
の
「
…
…
ス
ポ
ー
ツ
」

③
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
小

説
「
罪
と
…
…
」

④
日
本
で
は
65
歳
以
上
の
人

⑤
…
…
さ
ん
た
ん
。
…
…
談

⑦
し
わ
が
れ
声
。
…
…
ボ
イ

ス
⑩
女
性
用
の
肌
着

⑪
…
…
思
い
。
…
…
い
な
か
。

…
…
仮
名

⑭
首
都
は
ア
ン
マ
ン

⑯
都
会
に
林
立
し
て
い
ま
す

⑱
最
近
は
ア
プ
リ
で
も
呼
べ

ま
す

⑲
一
本
足
で
立
っ
て
い
ま
す

㉑
キ
ツ
ネ
を
祭
り
ま
す

㉓
美
術
…
…
。図
書
…
…

第
345
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
ト
ザ
ン
キ
ャ
ク

《
当
選
者
》
14
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。
古
舘
瞳
（
年
金
者
組

合
）
成
田
明
雅
（
年
金
者
組

合
）
竹
浪
協
子
（
ひ
だ
ま

り
）
柳
谷
道
広
（
全
法
務
）

木
村
裕
子
（
県
教
組
）

　

社
会
福
祉
法
人
健
誠
会
は
、

東
京
都
か
ら
の
障
害
者
を
う
け

い
れ
る
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
ど
多
く
の
複
合
施
設
を
持

っ
て
い
る
法
人
で
、従
業
員
は

２
０
０
人
位
で
す
。Ｂ
会
長
と

一
族
支
配
の
横
暴
に
対
し
４
月

に
組
合
を
結
成
し
ま
し
た
。発

端
は
、Ｂ
会
長
の
長
男
が
勝
手

に
人
事
異
動
を
や
り
、配
転
さ

せ
ら
れ
た
一
人
が
い
じ
め
ら
れ
、

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
っ
た
事
で
し

た
。「
心
の
病
気
は
生
死
に
か
か

わ
る
」と
Ａ
理
事
長
に
申
し
入

れ
、同
感
だ
と
配
転
を
撤
回
し

ま
し
た
。こ
の
理
解
あ
る
Ａ
理

事
長
は
東
京
都
の
監
査
が
終
わ

っ
た
６
月
末
の
期
限
で
退
職
し

ま
し
た
。

　

後
任
の
理
事
長
に
目
さ
れ
て

い
た
の
が
長
男
（
50
歳
代
）で

し
た
が
、５
年
前
に
食
事
を
作

る
職
場
長
の
時
、６
５
０
万
円

の
横
領
（
法
人
で
は
流
用
）で

懲
戒
解
雇
（
法
人
で
は
普
通
解

雇
の
扱
い
）に
な
っ
た
人
で
す
。

当
時
Ｂ
会
長
が
会
計
と
し
て
臨

時
で
長
男
を
再
雇
用
、２
年
後

規
定
に
は
な
い
全
施
設
の
統
括

施
設
長
に
な
っ
て
い
ま
す
。１

回
目
の
団
交
で
は
「
一
族
支
配

を
終
わ
ら
せ
よ
う
」の
法
人
へ

の
提
言
を
説
明
、長
男
を
追
及

し
ま
し
た
。そ
の
後
、組
合
か
ら

追
及
さ
れ
る
か
ら
嫌
だ
と
理
事

長
を
固
辞
し
た
と
い
う
噂
で
す
。

そ
の
た
め
数
億
単
位
の
東
京
都

の
補
助
金
を
他
施
設
に
流
用
し

た
と
い
う
噂
が
あ
り
、数
千
万

円
の
退
職
金
を
要
求
し
て
辞
め

た
83
歳
の
Ｂ
元
会
長
が
理
事
長

に
復
帰
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
団
体
交
渉
は
Ｂ
会
長

時
代
、あ
る
職
員
に
委
託
事
業

所
か
ら
他
事
業
所
に
資
金
移
動

し
た
自
ら
の
責
任
を
被
せ
る
為

に
や
っ
た
２
年
間
の
執
拗
な

パ
ワ
ハ
ラ
に
対
し
て
で
す
。謝

罪
と
退
任
を
要
求
、山
場
を
迎

え
て
い
ま
す
。（
ひ
だ
ま
り
・
鎌

田
）

の
歴
史
の
謝
罪
③
強
制
労
働
事

件
の
解
決
の
た
め
の
企
業
間
に

よ
る
基
金
作
り
で
被
害
者
の
救

済
④
政
府
は
韓
国
へ
の
制
裁
を

解
除
し
新
し
い
日
韓
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
、
「
慰
安
婦
」

問
題
に
つ
い
て
、
「
強
制
連
行

は
な
か
っ
た
」
「
性
奴
隷
で
は

な
い
」
「
戦
争
犯
罪
で
は
な

い
」
の
立
場
か
ら
被
害
者
に
対

し
て
謝
罪
を
拒
否
し
て
い
る
。

大
森
さ
ん
は
、
政
府
が
被
害
事

実
を
認
め
て
謝
罪
し
被
害
者
の

名
誉
と
尊
厳
を
回
復
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。

●
県
社
保
協
自
治
体

　
キ
ャ
ラ
バ
ン

10
月
28
月
か
ら
11
月
初
旬

40
自
治
体
を
訪
問
、
医
療
介

護
、
年
金
・
教
育
問
題
等
で

懇
談

●
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判

　
第
10
回
口
頭
弁
論

　

11
月
1
日
（
㈮
）
14
時

こ
れ
か
ら
の
予
定


